
 

 

（令和 6年度第 2回技術委員会 資料 No.8） 

柏崎刈羽原子力発電所の安全対策の確認のとりまとめについて（案） 

 

東京電力の説明に疑問が残る事項等については、引き続き国へ確認するが、 

これまでの議論について、以下の方針によりとりまとめ作業に着手する。 

 

＜とりまとめの方針＞ 

１ 確認事項 22 項目について、国や東京電力の説明や質疑の概要を、図表

を用いてとりまとめる。 

２ これまでの議論をまとめた議論の状況の整理(資料 No.３)やその補足資

料(技術委員会資料)を添付する。 
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